
2022年論文グレードアップ答練                            2022年8月2日 

租税法 受講生各位 

 

訂正のご案内 

 

平素はLEC公認会計士講座をご利用頂き、誠に有難うございます。 

2022年 論文グレードアップ答練「租税法」第 9回に、訂正事項がございましたので、お知らせ致します。 

教材作成上の不備により訂正事項が生じましたことを、心よりお詫び申し上げます。今後改善に努めてまい

りますので受講生の皆様におかれましては、何卒ご了承頂けますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

・論文グレードアップ答練 租税法 第 9 回問題（EU22187） 

・論文グレードアップ答練 租税法 第 9 回解説（EU22188） 

 

論文グレードアップ答練 租税法 第9回問題（EU22187） 

 

P13/29 ［資料］3.(2) 

【誤】このストック・オプションは、であり、付与時の１株当たりの時価は2,600 円であった。 

【正】このストック・オプションは、税制非適格のストック・オプションであり、付与時の１株当たりの時価

は2,600 円であった。 

 

※上記訂正に関連して、下記解答欄について全員正解とさせていただきます。 

 

第２問問題２ 

[問]２．(3) 給与所得の金額（所得金額調整控除後の金額） 

[問]３．甲の総所得金額 

[問]５．(1) 課税総所得金額に対する所得税額 

 

 

論文グレードアップ答練 租税法 第9回解説（EU22188） 

 

P22/50 １．(3) C社株式 ←8/2追加 

【誤】Ｘ国で損金算入されているため、外国子法人配当等の益金不算入の適用はなし 

【正】支払義務の確定する日以前６月以上引き続き保有していないため、外国子会社に該当しない。また、Ｘ

国で損金算入されていることからも、外国子法人配当等の益金不算入の適用はないことが読み取れる。 
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